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　事前研修で、社本教育長は子どもたちにこんな
言葉を送りました。「普通であれば、決して会え
ない人たちに会って来てください。目の前で起き
ていることを見て、感じて、心を深めて来てくだ
さい。きっと日本に帰ってきたみなさんは、出発
前とは違った顔になっていると思います」。

　子どもたちは、この研修を通じて多くのことを
学び、たくさんの人と出会い、心の動きを探求し
てきてくれました。研修での子どもたちの旅の軌
跡をご紹介します。

　9月8日から18日にかけて、八百津中学校の子
どもたちがリトアニア共和国およびポーランドに
向けて出発しました。この「中学生海外派遣事業」
は、㈱イビサ元会長の吉田茂氏のあたたかなご寄
附によるものです。
　この研修は、出発日がスタートではありません。
子どもたちはもっと前から準備を進めています。
現地でホストファミリーとコミュニケーションを
図るための英語の勉強や、披露する歌の練習、日
本との文化の違いなどを学習してから出発日を迎
えるのです。

8
月
5
日
・
6
日
・
26
日
・
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
前
研
修

リ
ト
ア
ニ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
派
遣
に
向

け
て
、
英
語
や
文
化
の
違
い
に
つ
い
て

学
習
。
現
地
で
披
露
す
る
楽
曲
の
練
習

を
行
い
ま
し
た
。

８
月
28
日　
結
団
式

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、
出
発
前

の
結
団
式
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
8
日　
出
発
式 

→ 

中
部
国
際
空
港

家
族
や
同
級
生
た
ち
に
見
送
ら
れ
な
が

ら
、
バ
ス
に
乗
っ
て
中
部
国
際
空
港
へ
。

未
踏
の
地
へ
の
期
待
と
不
安
で
、
胸
が

高
鳴
り
ま
す
。

9
月
９
日　
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国�

 

　
　
　
　
　
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
観
光

リ
ト
ア
ニ
ア
の
首
都
、
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス

に
到
着
。
旧
市
街
全
体
が
世
界
遺
産
と

な
っ
て
お
り
、
多
様
な
時
代
の
荘
厳
な

建
築
物
が
立
ち
並
び
ま
す
。
同
市
に
は

「
杉
原
桜
公
園
」が
あ
り
、
杉
原
氏
の
功

績
を
讃
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

９
月
10
日

カ
ウ
ナ
ス
観
光 

→ 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅

こ
の
日
は
カ
ウ
ナ
ス
市
へ
。
カ
ウ
ナ
ス
城

の
見
学
や
、杉
原
千
畝
氏
が
ビ
ザ
を
発
給

し
た
旧
日
本
領
事
館
跡
地
で
あ
る「
杉
原

記
念
館
」を
訪
れ
ま
し
た
。
観
光
後
は
、

各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
お
出
迎
え
。

ド
キ
ド
キ
の
対
面
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
各
家
庭
へ
赴
き
、
い
よ

い
よ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま
す
。

橘
竜
太
朗
先
生

副
団
長

　
井
戸
信
介
さ
ん

伊
藤
祐
子
さ
ん

引
率
者
紹
介

引
率
者
紹
介

9
月
11
日　
ド
ブ
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ウ
ス
学
校 

　
　
　
　
　
歓
迎
会

子
ど
も
た
ち
の
旅
の
目
的
地
の
一
つ
、ド

ブ
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ウ
ス
学
校
は
、
多
年
に

渡
り
八
百
津
町
の
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
の
受
け
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
日
本
国
旗
を
掲
げ
た
生
徒
た
ち

に
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
12
日　
学
校
に
て
授
業

こ
の
日
は
、
音
楽
、
国
語
、SDGs
の

授
業
を
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
受
け
ま
し
た
。
音
楽
の
授
業
で
は
、

『
君
が
明
日
と
呼
ぶ
も
の
を
』を
そ
の
場

の
全
員
で
合
唱
。
国
境
を
越
え
た
合
唱

に
心
が
震
え
ま
し
た
。

９
月
13
日
・
14
日

　
　
　
　
　
各
家
庭
で
休
日
を
過
ご
す

９
月
15
日　
お
別
れ
会 

→ 

ポ
ー
ラ
ン
ド

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
そ
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア

で
で
き
た
友
人
た
ち
と
の
お
別
れ
の
時

間
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
抱
き
合
っ
た

り
、
涙
を
流
し
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
み

ま
し
た
。

9
月
16
日　
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
見
学

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
旅
の
目
的
地
で

あ
る
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ
ウ

博
物
館
へ
。
ナ
チ
ス
政
権
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
強
制
収
容
所
跡
地
で
の
目
を

背
け
た
く
な
る
史
実
に
、
戦
争
に
対
す

る
多
く
の
疑
問
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

９
月
17
日　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
街
観
光

９
月
18
日　
八
百
津
町
到
着

団　
長

　
大
鋸
悟
さ
ん 私私たち、たち、

 リトアニア リトアニアへへ
行ってきました！行ってきました！

中
学
生
海
外
派
遣
日
程

中
学
生
海
外
派
遣
日
程
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9
月
11
日　
ド
ブ
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ウ
ス
学
校 

　
　
　
　
　
歓
迎
会

子
ど
も
た
ち
の
旅
の
目
的
地
の
一
つ
、ド

ブ
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ウ
ス
学
校
は
、
多
年
に

渡
り
八
百
津
町
の
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
の
受
け
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
日
本
国
旗
を
掲
げ
た
生
徒
た
ち

に
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
12
日　
学
校
に
て
授
業

こ
の
日
は
、
音
楽
、
国
語
、SDGs

の

授
業
を
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
受
け
ま
し
た
。
音
楽
の
授
業
で
は
、

『
君
が
明
日
と
呼
ぶ
も
の
を
』を
そ
の
場

の
全
員
で
合
唱
。
国
境
を
越
え
た
合
唱

に
心
が
震
え
ま
し
た
。

９
月
13
日
・
14
日

　
　
　
　
　
各
家
庭
で
休
日
を
過
ご
す

９
月
15
日　
お
別
れ
会 

→ 

ポ
ー
ラ
ン
ド

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
そ
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア

で
で
き
た
友
人
た
ち
と
の
お
別
れ
の
時

間
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
抱
き
合
っ
た

り
、
涙
を
流
し
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
み

ま
し
た
。

9
月
16
日　
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
見
学

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
旅
の
目
的
地
で

あ
る
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ
ウ

博
物
館
へ
。
ナ
チ
ス
政
権
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
強
制
収
容
所
跡
地
で
の
目
を

背
け
た
く
な
る
史
実
に
、
戦
争
に
対
す

る
多
く
の
疑
問
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

９
月
17
日　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
街
観
光

９
月
18
日　
八
百
津
町
到
着

秋松美咲さん
私がこの研修で
学んだことは、
実践の大切さ
です。私は研修
に行く前に英
語を3ヶ月ほど

学んでいきました。ですが、分
からない単語があったり、聞
き取れないことが多くあった
りしました。このことから、私
は机上の勉強も大事ではある
けど、実践も大切なんだと学
びました。

井関和さん
この研修は、自
分を知り、自分
を大いに表現で
きた研修になっ
たと思います。
そして、「人と

関わることは嬉しいし楽しい」
と改めて気づかされました。ま
た、意識しなくても「楽しかっ
た」だけでは終わることがな
い、学びと発見に満ちたとて
も充実したすばらしい研修で
した。

安藤帆志乃さん
私は日本とリト
アニアの文化の
違いを知りたい
という思いでこ
の研修に参加
しました。この

研修を通して、他国の文化を知
るには英語だけでなく歴史も
大切だと思いました。国の成り
立ちや建物の種類・戦争の内容
を知っていることでもっと深く
学ぶことができると思いまし
た。

小嶋惟月さん
僕はこの研修を
通して積極性
の大切さを知
りました。僕は
いつもミスが怖
く活動に消極

的になりがちでしたが、この
研修では自分の思ったことを
積極的に発し続けることを心
がけました。そうすることで
ホストファミリーとの会話の
幅が広がり、充実したホーム
ステイにつながりました。

橋本柚月さん
ホームステイで
約5日間過ごす
中で、自分の気
持ちを伝えるこ
とが大切だと気
付かされまし

た。「学び」は自分自身を成長
させてくれるものだという実
感も持てました。よい研修に
なりました。また、これから
の自分の人生にとっても大切
な経験になりました。

山内大聖さん
僕はこの研修で
「人と話すこと」
が大切だと思
いました。外国
の人はユーモア
のある人がたく

さんいてとても気軽に話すこ
とができました。自分の語学
能力も向上し、人と話すこと
への恥じらいも少なくなりま
した。いろんな人と話すこと
で人は変われると思いました。

斉藤菜生さん
私はこの研修で
一歩踏み出す
ことの大切さを
学びました。
ホームステイ中
は先生も他の

生徒にも頼れないので自分で
積極的に聞いたり、動いたり
する必要がありました。自分
から動くことができたこの経
験は、大きな財産になりまし
た。

園田小晴さん
私は、お互いに
歩みよる大切さ
をホームステイ
とアウシュビッ
ツで学びまし
た。差別をなく

す鍵は、お互いに知ろうとす
ることだとアウシュビッツの
ガイドさんは言っていました。
ホームステイで積極的にコ
ミュニケーションを取り、通
じ合う嬉しさを知った私はそ
れが理解できました。

佐野遙さん
私は自分から
話すのが苦手で
す。少しでも自
分から話しかけ
られるような積
極性を身に付

けるのが研修目的の一つでし
た。ホストファミリーとの生
活で英会話をすることで自分
の成長を実感することができ
ました。これからの学校生活
に役立つと思います。

羽賀きふねさん
私はこの研修
でコミュニケー
ションの大切さ
を学びました。
私は、自分から
話しかけるのは

得意ではなかったけれど、こ
の研修でそこを意識した生活
を送ることで積極性が身につ
いたと思います。それを日常
に活かしていきたいです。



〈
は
じ
め
に
〉

５
月
の
第
一
回
説
明
会
。
出
発
日
の
９
月
８
日
が

４
カ
月
も
先
で
と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ
、
な
か
な
か

実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
夏
休
み
に

入
っ
て
事
前
研
修
を
開
始
し
、
歌
、
英
会
話
、
派
遣

先
に
つ
い
て
学
ぶ
中
で
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
子
ど

も
た
ち
の
発
言
も
増
え
、
出
発
に
向
け
て
次
第
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
派
遣
の
目
的
は「
異
文
化
に
対
す
る
理
解
力

を
養
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
歴

史
や
文
化
を
学
び
、
国
際
的
な
視
野
を
広
め
る
こ
と
、

人
道
的
行
為
、
そ
し
て
、
こ
の
経
験
を
も
っ
て
国
際

感
覚
豊
か
な
次
世
代
を
担
う
若
者
を
育
成
す
る
こ
と
」

で
す
。

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
学
習
し
、

経
験
を
積
ん
で
、
実
施
後
に
は
振
り
返
っ
て
考
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

11
日
間
の
研
修
で
は
、
多
く
の
方
々
に
協
力
を
い

た
だ
き
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
リ
ト
ア
ニ
ア　
カ
ウ
ナ
ス
市
〉

八
百
津
町
と
友
好
交
流
の
合
意
を
交
わ
し
て
い
る

カ
ウ
ナ
ス
市
滞
在
中
は
、
新
し
い
建
物
と
、
歴
史
あ

る
古
い
建
物
と
が
調
和
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
や
、

豊
か
な
自
然
、
食
や
歌
、
そ
し
て
な
に
よ
り
人
の
温

か
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

カ
ウ
ナ
ス
市
で
の
生
徒
た
ち
は
、ド
ブ
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ

ウ
ス
学
校
の
全
面
協
力
で
生
徒
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
生
徒

と
い
っ
し
ょ
に
学
校
の
授
業
に
参
加
し
、
本
年
度
初

め
て
参
加
し
た
大
学
講
堂
を
利
用
し
た「SDGs
に
つ

い
て
の
発
表
会
」な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
お
そ
ら
く
一
番
の
不
安
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
事
前
に
各
家
庭
と
連
絡
を
取
っ

て
い
た
た
め
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
初
対
面
で
、
そ

の
ま
ま
各
家
庭
に
わ
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
連
れ
ら
れ
る

後
ろ
姿
に
向
か
っ
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
、

心
の
中
で「
頑
張
れ
」と
見
送
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
ド
ブ
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ウ
ス
学
校
の

校
長
先
生
自
ら
が
経
験
と
理
解
の
あ
る
ご
家
庭
を
選
ん
で

く
だ
さ
っ
て
お
り
、
毎
日
の
様
子
は
校
長
先
生
経
由
で
報

告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
保
護
者
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
し
た
。
土
・
日
曜
日
は
各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
国

内（
リ
ト
ア
ニ
ア
の
面
積
は
北
海
道
の
８
割
程
度
）の
い
ろ

い
ろ
な
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
く
れ
た
り
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア
の
生

活
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
生
徒
と
八
百
津

町
の
生
徒
が
、み
ん

な
で
抱
き
合
っ
て

別
れ
を
悲
し
む
場

面
も
あ
り
、
八
百

津
の
生
徒
か
ら
は

帰
り
た
く
な
い
と

い
う
言
葉
が
出
る

ほ
ど
心
を
通
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
た

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

令和7年度　第19回　八百津町中学生海外派遣研修報告

「こころの成長」
団長　大鋸悟（八百津町教育委員会教育課長）
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〈
ポ
ー
ラ
ン
ド　
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
博
物
館
〉

八
百
津
町
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
杉
原
千
畝
氏
の
人

道
的
行
為
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
第
２
次
世
界
大
戦
中
に
お
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺

行
為
、
そ
の
行
為
に
至
っ
た
き
っ
か
け
や
結
果
、
当
時
の

世
界
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
も
学
習
し
、
杉
原
氏
の
行
っ
た

人
道
的
行
為
が
ど
れ
だ
け
大
き
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
を

知
る
の
は
重
要
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
、
八
百
津
町
の
杉
原
千
畝
記
念
館
で
学
習
を
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
現
地
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
・

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
博
物
館
に
行
き
、
日
本
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か

ら
、
当
時
の
様
子
や
収
容
さ
れ
た
人
た
ち
が
ど
う
い
う
人

で
ど
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
た
か
な
ど
、
展
示
物
や
写
真
、

遺
物
や
実
際
に
収
容
さ
れ
た
現
場
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

現
地
で
実
際
に
見
る
こ
と
で
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
重
み
や

悲
し
み
を
知
り
、
平
和
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

〈
お
わ
り
に
〉

最
終
日
、
飛
行
機
の
待
ち
時
間
を
利
用
し
た
最
後
の
反

省
会
で
は
、
単
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
と
事
実
を

述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
事
実
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
、
そ

れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
、
今
後
ど
う
行
動
し
て
い
き
た
い

か
な
ど
、
し
っ
か
り
考
え
て
ま
と
め
た
意
見
を
出
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
短
期
間
で
の
大
き
な
変
化
と
成

長
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
生
徒
た
ち
は
、
出
発
前
の“

期
待
＂、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の“

不
安
＂、
実
際
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
し
た“

楽

し
さ
＂、
別
れ
の“

悲
し
み
＂、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で
の“

痛

み
＂、
帰
り
着
い
た“

安
堵
＂
な
ど
、
短
期
間
で
さ
ま
ざ
ま

な
心
の
変
化
と
い
う
経
験
も
積
み
、
こ
れ
も
大
き
な
成
長

の
糧
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
は
島
国
で
他
国
と
の
往
来
も
容
易
で
な
い
た
め
、

言
語
は
ほ
と
ん
ど
日
本
語
だ
け
で
生
活
で
き
ま
す
。

一
方
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
周
辺
国
と
の
間
で
い
く
つ
も
の

争
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
Ｅ
Ｕ
と
い
う
枠
組
み
の
中

で
周
辺
国
と
の
往
来
が
あ
り
、
複
数
の
言
語
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
出
て
、
対
等
に
付
き
合
っ
て

い
く
た
め
に
は
言
語
の
学
習
は
不
可
欠
で
あ
り
、
相
手
の

生
活
文
化
の
理
解
も
含
め
、
今
回
の
生
活
経
験
は
大
い
に

学
び
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
10
名
の
生
徒
た
ち
の
未
来

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
吉
田
茂
氏
や

縁
を
結
ん
で
い
た
だ
い
た
杉
原
千
畝
氏
は
も
と
よ
り
、
滞

在
中
す
べ
て
の
行
事
に
関
わ
り
面
倒
を
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
ド
ブ
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ウ
ス
学
校
の
リ
ナ
校
長
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
先
生
方
や
カ
ウ
ナ
ス
市
役
所
の
み
な
さ
ま
、

ア
レ
ク
ソ
ー
タ
ス
地
区
の
み
な
さ
ま
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
み
な
さ
ま
、
事
前
研
修
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ま
、
そ
し
て
保
護
者
の
み
な
さ
ま
な
ど
、
今
回
の
研
修
に

は
本
当
に
多
く
の
人
々
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
助
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
関
係
し
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々
に
感

謝
し
て
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

次
年
度
の
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業
の
募
集
は
、

1
月
末
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す

5 広報やおつ No.645
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※
1　

GIGA

：Global and Innovation Gateway

　
　
　

 for ALL

の
略
称

※
2　
第
１
期iPad

：
令
和
３
年
１
月
か
ら
令
和
７
年

　
　
　
12
月
31
日
ま
で
を
契
約
期
間
と
す
るiPad

※
3　
第
２
期iPad

：
令
和
８
年
１
月
か
ら
令
和
12
年

　
　
　
12
月
31
日
ま
で
を
契
約
期
間
と
す
るiPad

※
4　

ICT

：Inform
ation and Com

m
unication

　
　
　

Technology

（
情
報
通
信
技
術
）

　
　
　
の
略
称

　

GIGA

※1
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
、

１
人
１
台
端
末
と
、
高
速
大
容
量

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的

に
整
備
し
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち

を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、

公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
創
造

性
を
育
む
教
育
を
全
国
の
学
校
現

場
で
持
続
的
に
実
現
さ
せ
る
構
想

で
す
。
八
百
津
町
で
は
令
和
３
年

１
月
か
ら
町
内
す
べ
て
の
小
中
学

校
に
１
人
１
台
、
全
体
で
約

７
５
０
台
の
第
１
期iPad

※2
を
配

布
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
１２
月
末
を
も
っ
て
第

１
期iPad

の
契
約
が
終
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
１
月
よ
り

新
し
いiPad

（
第
２
期iPad

※3
）に

更
新
し
ま
す
。
八
百
津
町
で
は
子

ど
も
た
ち
が
直
感
的
に
使
え
る
・

気
に
な
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
調
べ

ら
れ
る
・
軽
い
の
で
学
校
内
外
の

ど
こ
に
で
も
持
ち
運
び
が
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、第

２
期
に
お
い
て
も
引
き
続
きiPad

を
整
備
し
ま
す
。iPad

を
整
備
す

る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
が
学
校
だ

け
で
な
く
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

時
間
が
学
び
の
時
間
と
な
る
こ
と

を
狙
っ
て
お
り
ま
す
。

G
I
G
A

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、

ス
ク
ー
ル
構
想
は
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
―
―
―

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
―
―
―

＜目指す姿＞
第２期iPadに変わっても目指す姿は変わりません。新しい時代を迎
える子どもたちにとって、必要な力の育成を図るために、引き続き
教育委員会として次のような姿を目指して取り組みます。
・物事をいろいろな角度から捉えて、考える力の向上
・考えたことを周りに伝える表現力の向上
・ICT※4機器を利用し、自ら進んで学習する意欲の向上
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【
事
業
概
要（
第
２
期iPad

）】

・
契
約
期
間

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
12
年
12
月
31
日
ま
で

・
事
業
費（
５
年
間
総
額
）

　
８
５
８
８
万
４
７
０
９
円

　
　
　
　
　
　
（
う
ち
国
庫
補
助
金
２
２
４
５
万
円
）

・
導
入
端
末

　
ア
ッ
プ
ル
社
製iPad

（
第
11
世
代
）

・
導
入
台
数

　
６
９
７
台（
児
童
生
徒
用
・
教
職
員
用
・
予
備
用
）

・
主
な
導
入
ア
プ
リ

　
授
業
支
援
ア
プ
リ（
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
）、
学
習
支
援
ソ

    

フ
ト（AI

ド
リ
ル
）、W

eb

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
、

    

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ア
プ
リ
、
タ
イ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト

※�

町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
習
で

き
る
よ
う
に
、
引
き
続
きLTE

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

携
帯
電
話
の
よ
う
に
屋
外
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
げ
る
機
能
）対
応
のiPad

を
整
備
し
ま
す

【
具
体
的
な
活
用
方
法
】

・�
授
業
支
援
ア
プ
リ（
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
）を
引
き
続
き
活
用

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
同
士
で
交
流
し
考
え
を
深
め
あ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

学
習
支
援
ソ
フ
ト（AI

ド
リ
ル
）が
一
人
ひ
と
り
の
得
意

分
野
と
苦
手
分
野
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
の
力
が
最
も
伸
び
る
よ
う
な
宿
題
に
取
り

組
み
ま
す
。

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ア
プ
リ
を
引
き
続
き
活
用
す
る
こ
と
で
、

病
気
や
災
害
時
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
通
学
で
き
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
学
習
や
交
流
に
参
加
で
き
ま
す
。

・�

子
ど
も
た
ち
がiPad

を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

W
eb

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
引
き
続
き
使
用
し
ま

す
。

・�

タ
イ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
新
し
く
導
入
す
る
こ
と
で
、
社

会
で
必
要
と
さ
れ
る
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
入
力
操
作
技

能
を
習
得
し
ま
す
。

iPadを上手に使う子どもを目指して
　第１期では、まずはiPadの使い方を覚えて「とにかく使う」というところを目標として取り組
んできました。その結果、ある学校の先生からは「子どもたちも先生もiPadを使わない日はあり
ません。今ではなくてはならないツールになっています」と聞くほどに活用が進んでいます。第２
期ではただ使うだけでなく「上手に使う」というところを目指して取り組んでいきます。具体的に
は、iPadを活用することで今までの学習よりも子どもたちの力が伸びるような使い方を目指しま
す。
　一方で第１期では課題もいくつか明らかになりました。第２期ではそれらの課題を改善するこ
とにも取り組みます。具体的な取り組みの一つとしてデジタル・シティズンシップ教育を実施し
ます。デジタル・シティズンシップ教育とは、子どもたちがiPadをどう使うことが正しいのか自
分自身で判断できるようになるための教育です。今の社会では誰もがデジタル技術を活用するよ
うになっており、小学校・中学校からそういった技術について学ぶことは必須となってきていま
す。そのような社会では、今度はデジタル技術を活用して得られた膨大な情報の中から正しい情報・
有益な情報などを取捨選択しまとめる能力が必要となります。第１期でiPadを当たり前に使うこ
とができるようになったからこそ、次のステップの上手に使いこなせる子どもたちを目指して、教
育委員会はより一層学びの充実に取り組んでいきます。

　第２期iPadに変わった後の子どもたちの様子は３月号に掲載予定です。

第1期iPad→第2期iPad
なにが変わるの？
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令和 6年度決算をお知らせします

会計別決算（金額の表記は、1万円未満を四捨五入しています）

　令和6年度の一般会計および特別会計の決算が、9月に開催された町議会で承認されました。
　みなさまから納めていただいた税金や国・県からの交付金などが、どのように使われたのか、一般
会計を中心にお知らせします。

　令和6年度は、歳入、歳出ともに増加し、歳入2.3％増、歳出2.2％増となりました。主な事業とし
て、防災・安全交付金事業（道路の維持管理工事）や、ハヤブサ・ミュージアム整備事業（情報発信
施設の新設）、5年ぶりに再開された中学生海外派遣事業などを行いました。

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

71億２，４５３万円 

１２億３，５００万円 

２億３，５１３万円 

１2億４，８３０万円 

９8億４，２９６万円 

６６億４，８１６万円 

１２億１，５２３万円 

2億２，９０９万円 

１2億４，２５５万円 

93億３，５０３万円 合　計

一 般 会 計

歳　 入会 計 の 区 分 歳　 出

　

特
別
会
計

一般会計歳入
（１年間に入ってきたお金）

地方交付税
25億3,246万円
地方交付税

25億3,246万円

民生費
16億6,345万円

民生費
16億6,345万円

土木費
5億2,538万円

公債費
4億3,641万円

諸支出金
10億5,837万円

消防費
3億2,735万円
衛生費

3億3,413万円

教育費
6億3,455万円

商工費
2億2,170万円

災害復旧費
178万円

議会費
6,972万円

農林水産業費
2億4,583万円

総務費
11億2,949万円

町税
15億545万円

繰入金
1億9,130万円

寄附金
3億1,811万円

地方譲与税・交付金
5億3,627万円

国県支出金
9億5,915万円

使用料・負担金
財産収入・繰越金など
6億6,327万円

歳入
71億2，453万円

歳出
６6億4,816万円

町債
1億5,859万円
諸収入

2億5,993万円

一般会計歳出
（１年間に使ったお金）

決算を家計に例えてみると…
一般会計の決算を収入500万円の家計に例えました。　※（　）内は前年度数値

収入では、親からの支援が多くを占めており、給料だけではやりくりができな
いため、借金や貯金の取崩しで補っている状況です。
支出では、光熱水費が最も多くを占めています。その他に、食費・医療費・借
金の返済は、家計でも行政運営でも毎年必要となる経費ですが、この負担が大き
いほどやりくりも大変です。また、家に壊れた箇所があれば修理をしなければな
りませんし、将来に備えて貯金をする必要もある中、なんとか家計をやりくりし
ている状況といえます。
今後ゆとりをもって暮らしていくためには、給料となるお金を少しでも多く調
達し、支出を見直して節約していくことが必要です。

親からの支援（国や県からの交付金）

給料（町税や使用料・手数料）

銀行からの借入れ（国からの借金）

去年からの繰越し（繰越金）

貯金の取崩し（基金繰入金）

合　計

283万円（278）

１６1万円（166）

１１万円（11）

32万円（36）

13万円（9）

５００万円（500）

収　　入

町 　　債
　町債とは、自治体の借金のことです。令和６
年度は、防災情報無線デジタル化事業や細目北
山線・久田見中央線舗装補修事業などの財源と
して借り入れました。残高は、償還額以下の借
入を基本としていることから、計画的な返済と
借入の抑制により前年度より約２億８千万円の
減額となりました。

基　　金
　基金とは、自治体の貯金のことです。令和6
年度は、小学校の空調設備設置工事などの小学
校施設整備費や、人道の丘公園シンボルモニュ
メント補修工事費などの財源として取り崩しま
した。残高は、今後の事業のための積立てとあ
わせて、前年度より約2億2千万円の増額となり
ました。

6年度町債残高（一般会計）　23億9，051万円

40

30

20

10

0
R6年R2年 R3年 R4年

32.3

R5年

29.4
26.6

（億円）
6年度基金残高（一般会計）　44億4，607万円

解説

光熱水費（施設の光熱水費・委託料）
食費（職員の給与や議員の報酬）
家の修理（建物や道路の工事）
医療費（医療費助成や子育て支援）
子どもへの仕送り（他会計への支出）
借金の返済（国や銀行への借金返済）
貯金など（基金の積立て）

合　計

１６2万円（164）
105万円（98）
48万円（39）
60万円（57）
２3万円（22）
３1万円（32）
38万円（55）

４６７万円（467）

支　　出

お問い合わせ　総務課　財政係　（内線2218）

収入との差額
（33万円）は、
翌年度の財源
になります。

32.3

23.9

50

40

30

20

10

0
R2年 R3年 R4年 R5年

32.8

（億円）

24.7

44.5
37.4

42.3

R6年
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令和 6年度決算をお知らせします

会計別決算（金額の表記は、1万円未満を四捨五入しています）

　令和6年度の一般会計および特別会計の決算が、9月に開催された町議会で承認されました。
　みなさまから納めていただいた税金や国・県からの交付金などが、どのように使われたのか、一般
会計を中心にお知らせします。

　令和6年度は、歳入、歳出ともに増加し、歳入2.3％増、歳出2.2％増となりました。主な事業とし
て、防災・安全交付金事業（道路の維持管理工事）や、ハヤブサ・ミュージアム整備事業（情報発信
施設の新設）、5年ぶりに再開された中学生海外派遣事業などを行いました。

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

71億２，４５３万円 

１２億３，５００万円 

２億３，５１３万円 

１2億４，８３０万円 

９8億４，２９６万円 

６６億４，８１６万円 

１２億１，５２３万円 

2億２，９０９万円 

１2億４，２５５万円 

93億３，５０３万円 合　計

一 般 会 計

歳　 入会 計 の 区 分 歳　 出

　

特
別
会
計

一般会計歳入
（１年間に入ってきたお金）

地方交付税
25億3,246万円
地方交付税

25億3,246万円

民生費
16億6,345万円

民生費
16億6,345万円

土木費
5億2,538万円

公債費
4億3,641万円

諸支出金
10億5,837万円

消防費
3億2,735万円
衛生費

3億3,413万円

教育費
6億3,455万円

商工費
2億2,170万円

災害復旧費
178万円

議会費
6,972万円

農林水産業費
2億4,583万円

総務費
11億2,949万円

町税
15億545万円

繰入金
1億9,130万円

寄附金
3億1,811万円

地方譲与税・交付金
5億3,627万円

国県支出金
9億5,915万円

使用料・負担金
財産収入・繰越金など
6億6,327万円

歳入
71億2，453万円

歳出
６6億4,816万円

町債
1億5,859万円
諸収入

2億5,993万円

一般会計歳出
（１年間に使ったお金）

決算を家計に例えてみると…
一般会計の決算を収入500万円の家計に例えました。　※（　）内は前年度数値

収入では、親からの支援が多くを占めており、給料だけではやりくりができな
いため、借金や貯金の取崩しで補っている状況です。
支出では、光熱水費が最も多くを占めています。その他に、食費・医療費・借
金の返済は、家計でも行政運営でも毎年必要となる経費ですが、この負担が大き
いほどやりくりも大変です。また、家に壊れた箇所があれば修理をしなければな
りませんし、将来に備えて貯金をする必要もある中、なんとか家計をやりくりし
ている状況といえます。
今後ゆとりをもって暮らしていくためには、給料となるお金を少しでも多く調
達し、支出を見直して節約していくことが必要です。

親からの支援（国や県からの交付金）

給料（町税や使用料・手数料）

銀行からの借入れ（国からの借金）

去年からの繰越し（繰越金）

貯金の取崩し（基金繰入金）

合　計

283万円（278）

１６1万円（166）

１１万円（11）

32万円（36）

13万円（9）

５００万円（500）

収　　入

町 　　債
　町債とは、自治体の借金のことです。令和６
年度は、防災情報無線デジタル化事業や細目北
山線・久田見中央線舗装補修事業などの財源と
して借り入れました。残高は、償還額以下の借
入を基本としていることから、計画的な返済と
借入の抑制により前年度より約２億８千万円の
減額となりました。

基　　金
　基金とは、自治体の貯金のことです。令和6
年度は、小学校の空調設備設置工事などの小学
校施設整備費や、人道の丘公園シンボルモニュ
メント補修工事費などの財源として取り崩しま
した。残高は、今後の事業のための積立てとあ
わせて、前年度より約2億2千万円の増額となり
ました。

6年度町債残高（一般会計）　23億9，051万円
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6年度基金残高（一般会計）　44億4，607万円

解説

光熱水費（施設の光熱水費・委託料）
食費（職員の給与や議員の報酬）
家の修理（建物や道路の工事）
医療費（医療費助成や子育て支援）
子どもへの仕送り（他会計への支出）
借金の返済（国や銀行への借金返済）
貯金など（基金の積立て）

合　計

１６2万円（164）
105万円（98）
48万円（39）
60万円（57）
２3万円（22）
３1万円（32）
38万円（55）

４６７万円（467）

支　　出

お問い合わせ　総務課　財政係　（内線2218）

収入との差額
（33万円）は、
翌年度の財源
になります。
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役場
か
ら
の
お知らせ

☎ 43-2111　 43-0969  HP   https://www.town.yaotsu.lg.jp/FAX

特設人権相談所を開設します

補助金最大100万円!新婚世帯を応援します!
八百津町結婚新生活支援補助金

　町では、夫婦ともに39歳以下の新婚世帯を応援し、地域における少子化対策の推進を図るため、
住宅取得費用、住宅のリフォーム費用、住宅賃借費用および引越費用の一部を補助します。

【申請期間】
　令和7年4月1日から令和8年3月31日

【対象となる世帯】
　・令和7年1月1日から令和8年3月31日までに婚姻届を提出し、受理された夫婦
　・�申請日において、夫婦ともに八百津町内の住宅に居住し、住民登録を行っていること
　・夫婦ともに交付決定を受けた日から5年以上八百津町内に定住すること
　※�上記の他にも要件がございます、詳しくは下記の二次元コードから町ホームページをご確認ください

【対象となる費用】
　令和7年4月1日から令和8年3月31日までに支払った次の費用が対象です。
　・新規の住宅取得費用　　　　　・住宅のリフォーム費用　
　・新規の住宅賃借費用　　　　　・ 結婚に伴う引越費用

　この補助金は、「住宅金融支援機構【フラット35】地域連携型」と連携しています。【フラッ
ト35】地域連携型を利用することで借入金利を一定期間引き下げる制度です。詳細は住宅金融
支援機構ホームページ（https ://www.jhf.go.jp）をご覧ください。

問□　□ 総務課　企画行政係（内線2213）

対象費用 補助上限額
補助1 住宅取得費用、リフォーム費用、引越費用の合計 1世帯　100万円
補助2 住宅賃借費用、引越費用の合計 1世帯　60万円
補助3 引越費用のみ 1世帯　30万円

【補助金額】

　町では、特設人権相談所（悩み事相談）を開
設し、人権擁護委員が相談を受け付けます。
相談無料で予約不要、秘密は固く守られます。
お気軽にご相談ください。

時□　□ 12月5日（金）　午後１時から4時
場□　□ ファミリーセンター2階（研修室第1・2）

問□　□ 総務課　企画行政係（内線2213）

▼ホームページはこちら
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　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象
　：定員　　：持ち物　　：費用　　：申込締切
　：問い合わせ　　：注意点　　：その他

時 場 内 対
定 持 ￥ 申
問 注 他

障がい者の自立と社会参加の実現へ 
～12月3日から9日は「障害者週間」です～

DVや性暴力に気づいたら 相談されたら
-そのとき、私たちにもできることがある。-
11月12日から25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　「障害者週間」は、平成16年6月の障害者基本法の改正により、「国民の間に広く障害者の福祉
についての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動
に積極的に参加する意欲を高めること」を目的として設定されました（内閣府ホームページ「障害
者週間とは」から抜粋）。
　それに合わせて、当町では12月3日から9日まで人道の丘公園にある「命のビザモニュメント」
を障害者週間のイメージカラーであるイエロー（黄色）にライトアップします。
　令和6年度に当町で策定した「第6次八百津町障がい者福祉計画」における基本理念は、“すべ
ての町民が 障がいの有無にかかわらず 等しく人権を持つかけがえのない個人として尊重され 地
域で共生するまちの実現”です。町民一人ひとりが互いに人格と個性を尊重し合って共生できる
社会をつくりましょう。

【ライトアップ】
時　□□ 実施期間：12月3日（水）から9日（火）／点灯時間：日没後から午後9時まで
場　□□ 人道の丘公園「命のビザモニュメント」（第4駐車場横）

　また、判断能力が不十分な高齢者、障がい者などの相談や、権利擁護のために必要な支援が行
えるよう、「八百津町成年後見相談センター」を健康福祉課内に設置しています。
　この相談センターは、障がいや高齢、病気などの理由から、その人らしい生活を送る上で大切
なことを自ら主張し、選択し、決めていくことが困難な方々の権利を守るための相談窓口です。
　お金の管理がうまくできない、福祉サービスのことがよく分からない、頼れる親族がいなくて
将来が心配など、お困りの際はご相談ください。些細なことでも、お気軽にお声掛けください。

問　□□ 健康福祉課　福祉係（内線2563・2564）
　　□□ 八百津町地域包括支援センター（内線2566・2567）

　あなたの考えや気持ちを押し付けず、まず寄り添って話を聞くことから始めてみませんか。
そして、どんな時も「あなたは悪くないよ」と伝えてください。年齢・性別を問わず相談できる
窓口があることも伝えてください。

　○性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター　＃8891（はやくワンストップ）
　○DV相談ナビ　＃8008（はれれば）
　○性犯罪被害相談電話（警察庁）　＃8103（ハートさん）
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　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象
　：定員　　：持ち物　　：費用　　：申込締切
　：問い合わせ　　：注意点　　：その他

時 場 内 対
定 持 ￥ 申
問 注 他

男女共同参画ブックフェアを開催します！
みのかも定住自立圏　男女共同参画推進事業

　みのかも定住自立圏第3次共生ビジョン「男女共同参画推進事業」の啓発活動および11月に
行われている「女性に対する暴力をなくす運動」に関連して、男女共同参画に関する図書コー
ナーを設置し、関連書籍をご紹介します。

時□　□ 11月25日（火）から12月24日（水）まで
　　□□ 午前10時から午後6時まで
　　□□ ※�休館日（毎週月曜日・第3日曜日）を

除く
場□　□ 八百津町中央公民館図書室
　　□□ 八百津町ファミリーセンター2階
　　□□ ☎43-0390

問□　□ 総務課　企画行政係（内線2214）

<男女共同参画社会とは・・・>
誰もが性別にかかわらず、個性と能力を発揮
でき、生きがいのある充実した生活を送るこ
とができる社会を言います。
固定的な男らしさや女らしさではなく、お互
いに個性を尊重し認め合う社会を実現するた
めには、みなさま一人ひとりの意識も大切で
す。
この機会にぜひ考えてみませんか?

リフィル処方箋を利用してみよう！

納期のお知らせ納期のお知らせ

※�口座振替をご利用の方は残高をご確認ください。

月末ではないのでご注意ください。
●12月1日 納期限●

固定資産税 �  3期分
国民健康保険税 �  5期分
介護保険料 �  5期分
後期高齢者保険料 �  5期分
保育料・副食費 �  11月分
児童クラブ利用料 � 11月分
水道料 �  11月分
住宅使用料 �  11月分

●12月25日 納期限●

国民健康保険税 �  6期分
介護保険料 �  6期分
後期高齢者保険料 �  6期分
保育料・副食費 �  12月分
児童クラブ利用料 � 12月分
水道料 �  12月分
住宅使用料 �  12月分

令和7年11月1日現在の人口
人　口 男　性 女　性 世帯数

総人口 9,725人 4,702人 5,023人 4,251世帯
（日本人） 9,532人 4,626人 4,906人 4,138世帯
（外国人） 193人 76人 117人 113世帯
� ※混合世帯は日本人世帯に含まれます。

シルバー人材センター実績報告

9
月

件 　 　 数 86件
就 労 人 員 774人（実72人）
就 労 時 間 2,613.50時間
受 託 金 額 3,679,422円
シルバー人材センター　☎43-5567

令和４年４月からリフィル処方
箋制度が始まりました。医師の診療
で症状が安定しており、長期間処方
が可能と判断された患者へ、最大３
回まで医療機関を受診せずに薬局
で薬を受け取ることができる制度で
す。

　医療機関を受診する回数が少なくなり、通院負担を軽減
でき、医療費の適正化にもつながります。ただし、投薬量
に制限のある医薬品や湿布薬などは対象外になります。リ
フィル処方箋を受け取っていても症状などの変化があった
場合は、医師の診療を受けましょう。

リフィル処方箋を利用すると・・・

国保ひとくちメモ
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No.148
シリーズ 教育の窓

つ
な
が
り
　
広
が
る

み
ん
な
で
つ
く
る

錦
津
小

錦
津
小
学
校

１
．は
じ
め
に

「
お
い
し
い
錦
津
茶
～
！
」「
お
い
し
す
ぎ

て
、
腰
を
ぬ
か
し
ま
す
よ
～
！
！
」
と
子
ど

も
た
ち
の
明
る
い
声
が
響
き
ま
す
。「
わ
し
ら

が
腰
を
ぬ
か
し
た
ら
た
い
へ
ん
だ
わ
」
と
地

域
の
方
の
つ
っ
こ
み
。
こ
れ
は
、
錦
津
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
で
行
っ
た
お
茶
の

試
飲
会
で
の
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
お
年
寄

り
と
の
や
り
取
り
で
す
。「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

み
ん
な
下
を
向
い
て
静
か
に
登
下
校
し
て
い

た
け
れ
ど
、
今
は
元
気
な
声
が
戻
っ
て
き
て

う
れ
し
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
本
校
の
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
の
源
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
地

域
の
方
と
の
関

わ
り
で
す
。
こ

の
よ
う
な
関
わ

り
を
通
し
た
学

校
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

２
．地
域
と
共
に
行
う
学
校
行
事

（
１
）お
茶
摘
み
会

錦
津
小
学
校
に
は
お
茶
畑
が
あ
り
、
毎
年

５
月
に
お
茶
摘
み
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
行

事
は
昭
和
三
十
三
年
か
ら
続
く
伝
統
の
行
事

で
す
。
学
校
運
営

協
議
会
の
方
々
に

も
協
力
し
て
頂
き

な
が
ら
、
茶
園
を
管

理
し
、お
茶
摘
み
を

実
施
し
ま
す
。
地
域

の
方
に
も
参
加
を

募
り
、地
域
の
方
と

と
も
に
行
う「
茶
摘

み
」。
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。

（
２
）篠
島
交
流
学
習　
５
年
生

愛
知
用
水
の
ス
タ
ー
ト
地
点「
兼
山
取
水

口
」
が
校
区
に
あ
る
縁
で
、
愛
知
用
水
ゴ
ー

ル
地
点
の「
篠
島
小
学
校
」と
交
流
を
始
め
て

三
十
年
目
と
な
り
ま
す
。
八
百
津
町
で
は
、

カ
ヌ
ー
や
サ
ッ
プ
、
篠
島
で
は
魚
つ
か
み
な

ど
の
体
験
活
動
を
通

し
て
、
お
互
い
の
地

域
の
良
さ
を
学
び
合

い
な
が
ら
、
自
身
の

住
む
町
や
学
校
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
い

き
ま
す
。

９
月
の
篠
島
研
修

八
百
津
編
で
は
、

篠
島
の
子
た
ち

に
カ
ヌ
ー
の
乗

り
方
を
教
え
る

役
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、７

月
に
は
町
職
員

の
方
か
ら
基
本

的
な
乗
り
方
を

レ
ク
チ
ャ
ー
し

て
頂
き
ま
す
。初

体
験
の
子
も
い

ま
す
が
、
カ
ヌ
ー
の
体
験
を
通
し
て
、
す
ぐ

に
２
校
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま

す
。
今
年
度
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
の
た
め
、

カ
ヌ
ー
を
通
し
た
交
流
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
学
校
運
営
協
議
会
の
白
木
千
博
さ
ん

に
ご
協
力
を
頂
い
て
の
栗
拾
い
体
験
や
、
学

校
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

（
３
）地
域
行
事
に
参
加

７
月
に
は
、地
区
の

夏
ま
つ
り
に
向
け
て

「
盆
踊
り
練
習
会
」
を

行
い
ま
す
。
地
域
の

民
謡
研
究
会
の
み
な

さ
ま
の
協
力
を
頂
き
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
練

習
し
ま
す
。
今
年
の

夏
祭
り
で
は
、
６
年
生
の
代
表
児
童
が
開
会

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
と
と
も
に

子
ど
も
た
ち
は
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
楽
し
い

祭
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

１
月
に
は
、
ど

ん
ど
焼
き
を
行
い

ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
自
分
が
書
い

た
書
き
初
め
の
紙

を
竹
の
枝
に
つ
け
、

そ
れ
が
燃
え
る
炎

の
様
子
を
眺
め
、

日
本
の
伝
統
的
行

事
に
触
れ
ま
す
。
ど
ん
ど
焼
き
の
事
前
の
準

備
や
片
付
け
は
、
地
域
学
校
協
働
本
部
の
み

な
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

3
．終
わ
り
に

錦
津
小
学
校
に
は
地
域
の
方
か
ら
花
や
手

作
り
雑
巾
、
門
松
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
物
が
届
き

ま
す
。
学
校
が
地
域
の
方
に
常
に
見
守
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
の
見
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
が
子
ど
も
た
ち

の
心
の
安
定
・
笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
お
茶
の
試
飲
会
で
見
ら
れ
た
地
域
の

方
と
の
ま
る
で
漫
才
の
よ
う
な
自
然
な
や
り
取

り
は
、
偶
然
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
地
域
の
方
々
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
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可茂消防からのお知らせ
可茂消防事務組合八百津出張所

☎43－0476

緊急走行について、ご協力のお願い

を
照
ら
す
灯
り
」
な
の
で
す
が
、
暗
く
て
前
が

見
え
に
く
い
時
に
だ
け
使
用
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
対
向
車
を
は
じ
め
と
し
た
自
分
以

外
の
存
在
に
対
し
て
、「
自
分
は
こ
こ
に
い
ま
す

よ
」
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に
ラ
イ
ト
点
灯
し
て

い
れ
ば
、
先
ほ
ど
例
に
出
し
た
よ
う
な
場
合
で

も
、
よ
り
早
め
に
対
向
車
な
ど
に
自
分
の
存
在

を
認
識
し
て
も
ら
え
、
事
故
の
防
止
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ま
が
乗
っ
て
い
る
自
動
車
の

色
は
何
色
で
す
か
?
黒
や
紺
の
よ
う
な
暗
め
の

色
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
も
し
も
暗
め
の
色
の

場
合
は
、
薄
暗
い
時
間
帯
は
特
に
見
え
に
く
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
他
の
色
の
自
動
車

よ
り
も
早
め
に
ラ
イ
ト
点
灯
す
る
こ
と
を
意
識

し
ま
し
ょ
う
。
周
り
が
ラ
イ
ト
点
灯
し
た
か
ら

自
分
も
点
灯
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
ラ

イ
ト
点
灯
す
る
こ
と
で
、
周
り
の
人
に
ラ
イ
ト

点
灯
を
促
す
く
ら
い
の
気
持
ち
で
い
る
の
が
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
は
自
動
車
に
限
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歩
行
者
や
自
転
車
に
つ

い
て
も
、
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
こ
と
は
大
切

で
す
。「
暗
く
な
っ
た
か
ら
」、「
周
り
が
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
て
い
る
か
ら
」
で
は
遅
い
で
す
。
今

日
か
ら
は
少
し
意
識
を
変
え
て
、
暗
く
な
る
前

に
、
周
り
が
点
灯
す
る
よ
り
も
前
に
、
ま
ず
自

分
か
ら
ラ
イ
ト
点
灯
し
、
自
分
の
存
在
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

あ
れ
だ
け
暑
か
っ
た
夏
も
嘘
の
よ
う
に
寒
く

な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
日
没
の
時
間
も
大
変
早

く
な
り
ま
し
た
。
暗
く
な
る
の
が
早
く
な
る
と
、

そ
の
分
交
通
事
故
も
増
え
が
ち
で
す
。
そ
こ
で

今
月
の
シ
リ
ー
ズ
防
災
安
全
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
み
な
さ
ま
は
自
動
車
を
運
転

す
る
際
に
、
何
時
く
ら
い
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を

点
灯
さ
せ
て
い
ま
す
か
?
今
の
時
期
は
一
年
の

う
ち
で
も
一
番
日
没
の
時
間
が
早
く
、
午
後
4

時
30
分
く
ら
い
に
は
、
す
で
に
薄
暗
く
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
薄
暗
い

な
と
感
じ
る
前
の
午
後
4
時
く
ら
い
に
は
、
ラ

イ
ト
を
点
灯
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
が
理
想
で
す
。

午
後
4
時
く
ら
い
だ
と
早
す
ぎ
る
と
思
う
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
っ
た
く
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
日
没
直
前
の
薄

暗
く
な
っ
て
き
た
く
ら
い
の
時
間
帯
は
、
運
転

者
の
目
線
か
ら
は
そ
こ
ま
で
暗
さ
を
感
じ
な
い

た
め
、
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
い
な
い
場
合
が
多

い
で
す
が
、
実
は
そ
の
く
ら
い
の
時
間
帯
が
一

番
危
な
い
の
で
す
。

少
し
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
薄
暗
い

時
間
帯
に
無
点
灯
の
自
動
車
は
、し
っ
か
り
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
に
映
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
日
陰
の

道
か
ら
出
て
く
る
無
点
灯
の
自
動
車
に
気
付
か
ず

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
前
照
灯
と
い
う
よ
う
に「
前

道
路
交
通
法
に
よ
り
、
緊
急
車
両（
救
急
車

や
消
防
車
な
ど
）は
一
般
車
両
よ
り
も
優
先
的

に
走
行
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
緊
急
車
両
に
遭
遇
し
た
場
合
は
】

進
路
を
譲
る　

・�

道
路
左
側
に
寄
り
、
進
路
を
譲
り
ま
す
。

・�

危
険
で
す
の
で
、
急
に
は
止
ま
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

・�

見
通
し
の
悪
い
場
所
で
止
ま
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

一
時
停
止

・�

交
差
点
付
近
で
は
交
差
点
を
避
け
て
停
止
し

ま
す
。

・�

止
ま
ら
ず
通
行
す
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
車
は
遮
音
性
も
高
く
、
サ
イ
レ
ン
に
気
付

き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
車
両
に
遭
遇
し
た

ら
、
少
し
窓
を
開
け
て
み
て
く
だ
さ
い
、
マ
イ
ク
で

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

緊
急
車
両
は
現
場
や
病
院
に
早
く
行
く
た
め
に
走

行
し
て
い
ま
す
が
、
急
い
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
安
全
な
走
行
を
最
優
先
に
行
い
ま
す
。
緊
急

車
両
に
遭
遇
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
慌
て
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

No.151
シリーズ
防災安全

早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

■
お
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
室（
内
線
２
２
３
２
）



16広報やおつ No.645

〇お申し込み・お問い合わせ先
　地域包括支援センター　☎43-3267
　（平日：午前8時30分から午後5時15分）

こころの相談　※要予約（無料）�

と　き :12月16日（火） � �
　　　　午後3時から
ところ :ファミリーセンター　2階　講義室
相談員 :精神保健福祉士　臼井 潤一郎 氏
対象者 :町内在住の方

普段の生活の中で不安な気持ちになることはあり
ませんか。自分自身や家族の困りごと、心配なこと
などご相談ください。秘密は厳守します。

✿冬場の入浴、安全第一で!✿
寒さが身に染みる季節、温かいお風呂は心身を

癒す至福の時間ですね。しかし、高齢者の方にとっ
て、冬場の入浴は思わぬ事故につながることもあ
ります。

ヒートショックにはご注意を
暖かい部屋から寒い脱衣所、熱いお湯に入ること

で、血圧が急激に変動し、体に大きな負担がかかる
ことがあります。これが「ヒートショック」です。

安全に入浴するために
・入浴前 : �脱衣所や浴室を暖め、コップ一杯のお水

を飲みましょう。ご家族に一声かけてか
ら入るのも安心です。

・入浴中 : �お湯の温度は41℃以下、時間は10分程
度を目安に。湯舟から出る時は、ゆっく
り立ち上がりましょう。

・�もしも体調が悪いと感じたら、無理せず入浴を
中止してください。

住まいの工夫も大切
浴室に手すりを設置したり、滑り止めマットを

敷くのも効果的です。ご心配な方は、八百津町地
域包括支援センターまでご相談ください。

参考 :消費者庁（高齢者の入浴事故に関する情報）

No.No.153153
こんにちは！

地域包括支援センターです！

1212月月のの予定予定

シリーズ 包括支援

【歯科医院】受付時間 : 午前9時から午後1時
  7日（日）ふくろう歯科クリニック�☎66ｰ2960
14日（日）しまデンタルクリニック�☎66ｰ5900
21日（日）おおともデンタルクリニック�☎28-0418
28日（日）加藤歯科医院� ☎25-2641
31日（水）古瀬歯科医院� ☎43-2333

【病医院】受付時間 : 午前9時から午後4時30分
  7日（日）土屋クリニック� ☎28-5955
14日（日）安田内科クリニック�☎27-5088
21日（日）日江井外科� ☎25-2624
28日（日）中部国際医療センター� ☎66-1100
31日（水）太田メディカルクリニック� ☎26-2220

加茂休日急患診療所12月

オレンジサークル（認知症介護者家族の会） 
� ※予約不要（無料）

と　き :12月16日（火）� �
　　　　午後1時30分から3時� �
ところ :ファミリーセンター　2階　講義室� �
講　師 :精神保健福祉士　臼井 潤一郎 氏� �
テーマ :認知症をもっと知りましょう� �
内　容 :  ~気持ちの整え方について~� �
　　　　�精神保健福祉士が、介護中や介護後の気�

持ちの整え方についてお話します。

認知症のことをもっと知りたい、理解したい方
はお気軽にご参加ください。

高齢者あんしん訪問
<八百津地区>� �
と　き :12月  9日（火） 午後1時から� �
<北山地区>� �
と　き :12月23日（火） 午後1時から
職員が上記の日程で訪問します。日常生活上で

気になることや悩みごとなど相談したいことがあ
りましたら、前日までにご連絡ください。
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子育て支援センター　
 ☎43‒2111（内線2582）
教育課（乳幼児学級）
☎43‒2111（内線2518）

八百津保育園 ☎43‒0196
錦　津保育園 ☎43‒0449
久田見保育園 ☎45‒1276
和　知保育園 ☎43‒0519

12
入園前のお子さまとパパ、ママ、祖父母のみなさまの子育てを応援します！

子育てあれこれ！子育てあれこれ！
乳幼児学級より

子育て支援センターより

クリスマス会
学級生以外の方の参加もできます。
12月3日（水）午前10時より
子育て支援センター2F学童室
お待ちしております。

広場の清掃・片付けのため
12月26日（金）正午までとさせていただきます。
年始は1月5日（月）からです。

手形アート　　12月18日（木）午前10時より
　　　　　　　子育て支援センター2F学童室
　　　　　　　�お子さまの手形や足形で可愛い作品

が作れますよ。材料代は400円で、
学級生以外の方も参加できます。
また、Instagramから作品例を見

ることができます（ID：fuwari20166)。

昨年の様子

作品例です

行 事 名 と　き ところ 内　容

乳幼児相談 12月15日（月）
午前10時から11時 子育て支援センター

2F学童室

身長・体重・発育相談。
保健師・栄養士が対応します。

ママカフェ 12月15日（月）
午前10時から11時30分

保護者さん同士でお話をしましょう。
1人100円でご利用いただけます。

乳幼児学級

～クリスマス会～　
12月３日（水）
午前10時から11時

子育て支援センター
2F学童室 学級生以外の方の参加もできます。

～手形アート～
12月18日（木）
午前10時から11時

子育て支援センター
2F学童室

先着40組　材料代400円です。
学級生以外の方も参加できます。

子育て
支援センター

12月8日（月）から12日（金）

子育て支援センター
2F子育て支援室

おべんとうバスの遊具で遊べます。

12月23日（火）

わくわくタイム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
体操やふれあい遊び
みんなで遊びましょう！
午前10時30分からです。

《開所日》月~金曜日（土・日・祝日はお休み）
《と　き》午前9時から正午/午後1時から5時（午後4時45分お片付け）
※町外の方も利用ができます♪お友だちを誘って遊びに来てくださいね!
※読み聞かせの日はゆうゆう通信でお知らせします

失敗したくない。間違えたくない。誰もがそ
う思うでしょう?でもね、私は子どもたちに
こう言います。

「いっぱい失敗して、失敗したからやり直せる
チャンスやで」「やり直しの回数とやり直す
力。それが多ければ多いほど、大人になった
ら無敵やで!」
失敗をやり直したら、成功体験に変わります。
失敗をそのままにしていたら失敗体験のまま
です。これは大人でも親でも同じです。

[お母さんを支える言葉]より　清流出版
木村泰子　大阪市立大空小学校初代校長
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お知らせ Information時□：とき　場□：ところ　内□：内容　対□：対象　定□：定員　￥□：費用
持□：持ち物　申□：申込締切　問□：問い合わせ　注□：注意点　他□：その他

「岐阜県最低賃金」が改正されました

自衛隊奨学生を募集しています！

時間額　1,065円（64円アップ）
令和7年10月18日から

岐阜県最低賃金は、年齢に関係なく、パートや学
生アルバイトなどを含め、県内で働くすべての労
働者に適用されます。ただし、下欄に掲げる産業
に従事する労働者（一部適用除外あり）は、該当
する特定（産業別）最低賃金が適用されます。
使用者も、労働者も、１時間当たりの賃金額が最
低賃金額以上となっているかどうか、必ず確認し
ましょう。
詳しくは、岐阜労働局賃金室またはお近くの労働
基準監督署までお尋ねください。

岐阜県の特定（産業別）最低賃金

自動車・同附属品
製造業

時間額
1,117円

令和７年
12月21日から

※自動車・同附属品製造業の事業場については、
　�令和７年12月20日までは岐阜県最低賃金が適用され
ます

電子部品・デバイ
ス・電子回路、電
気機械器具、情報
通信機械器具製
造業

左記産業については、改正はありま
せん。岐阜県最低賃金が適用されま
す。

航空機・同附属品
製造業

問　□□ 岐阜労働局賃金室　☎058-245-8104

自衛隊奨学生とは、陸海空自衛隊の装備品の研究
開発や語学・法学の分野で活躍する有能な人材を
養成するため、大学などの理学・工学、文学（語
学）または法学を専攻している方（今後専攻しよ
うとしている方を含む）から選考により採用して、
学資金を貸与し、その修学を助成するものです。

【学資金】
毎月80,000円を貸与します。貸与された学資金
は、自衛官として一定年限以上勤務すると規定に
従って返還が免除されます。

募集要項など詳しくは、右記の
二次元コードをご確認ください。▶

問　□□ 自衛隊岐阜地方協力本部　
　　□□ 美濃加茂地域事務所　
　　□□ ☎0574-25-7495不動産登記推進

イメージキャラクター
「トウキツネ」

不動産の相続登記が義務化されました！
「所有者不明土地」の解消に向けて、不動産の相
続登記が義務化されました。相続によって不動産
を取得した相続人は、相続したことを知った日か
ら3年以内に相続登記をする必要があります（す
でに発生している過去の相続も義務化の対象で
す）。正当な理由なく義務に違反した場合、10万
円以下の過料が科される可能性があります。なお、
不動産の価額が100万円以下の土地は、令和9年
3月末日まで登録免許税が課されません。

詳しくは右記の二次元コードを
　　□□ 　ご確認ください。▶

問　□□ 岐阜地方法務局
　　□□ ☎058-245-3181

熱い声援をお願いします！
ＭＡＧ－ＣＵＰ少年サッカー交流大会

この大会は、三重県（Mie）・愛知県（Aichi）・岐
阜県（Gifu）の東海環状自動車道が通過する市町
が主体となり、東海環状自動車道沿線地域の連携
交流強化を図り、次代を担う少年（小学生）がサ
ッカーを通じて、友情と親睦を深め交流の輪を広
げるために開催するものです。
第27回となる今年の大会は、員弁運動公園（いな
べ市員弁町楚原936）を主会場に開催し、東海環
状自動車道が通過する各市町から32チームが出
場します。
八百津町からは八百津FCジュニアサッカー少年
団が出場します。ぜひ、元気にプレーする少年た
ちに声援を送ってください。

時　□□ 場□
【12月13日（土）】予選リーグ
<午前>
  9時00分　開会式　　員弁運動公園サッカー場
10時30分　予選リーグ　員弁運動公園サッカー場
　　□□ 　　　　　〃　　　員弁運動公園運動場
10時45分　　〃　　　北勢中学校運動場
　　□□ 　　　　　〃　　　城山多目的グラウンド
<午後>
  3時05分　予選リーグ　終了
【12月14日（日）】決勝トーナメント
<午前>
  9時45分　準々決勝　員弁運動公園サッカー場
　　□□ 　　　　　〃　　　員弁運動公園運動場
11時00分　　準決勝　員弁運動公園サッカー場
<午後>
  0時45分　決勝　　　　　　〃
  2時00分　閉会式　　　　　〃
【主催】　MAG-CUP少年サッカー交流大会実行委員会
問　□□ いなべ市建設部高速道路対策課
　　□□ ☎0594-86-7836
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お知らせ Information時□：とき　場□：ところ　内□：内容　対□：対象　定□：定員　￥□：費用
持□：持ち物　申□：申込締切　問□：問い合わせ　注□：注意点　他□：その他
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わくわく体験館からのお知らせ岐阜県学寮の入寮者を募集しています

春休みは海外研修に参加しませんか？

経済的に困っていませんか？

わくわく体験館では、火曜日および祝日の休館日
を除き、各種体験講座を実施しています。普段見
慣れているガラスを使い自分の作品を作り出す楽
しさをぜひ体験してみてください!
①ヴェネチアンのおひなさま（写真 :左）
内　□□ �イタリアのヴェネチアングラスを使用してガ

ラスのおひなさまを作ります。
　　□□ �板ガラスとミルフィオリと呼ばれるきれいな

ガラスツブを組み合わせ、高温で溶かして形
にします。

時　□□ 1月24日（土）午後1時から3時
　　□□ 1月25日（日）午前10時から正午
定　□□ 各日とも12名（先着順）　計24名
対　□□ 小学校5年生以上
￥　□□ 6,000円（材料費・税込）
申　□□ 1月11日（日）
他　□□ ・寸法…高さ約8cm、幅約14cm（木枠含む）
　　□□ ・後日の受け取りまたは着払いにて郵送

②吹きガラスでおひなさまをつくろう（写真 :右）
内　□□ �吹きガラスの技法を使ってガラスのおひなさ

まを作ります（頭と台がついています）。
時　□□ 1月31日（土）午後1時から2時30分
　　□□ 　　　    　　午後2時30分から4時
　　□□ 2月  1日（日）午前9時から10時30分
　　□□ 　　　　 　　午前10時30分から正午
定　□□ 各日とも4名（先着順）　計16名
対　□□ 小学校5年生以上
￥　□□ 5,000円（材料費・税込）
申　□□ 1月18日（日）
他　□□ ・寸法…高さ約8cm、幅約6cm
　　□□ ・後日の受け取りまたは着払いにて郵送
問　□□ わくわく体験館　☎65-1515

（公財）岐阜県学寮では、令和8年4月に東京および
その近郊の大学に入学をする入寮者を募集します。
【応募資格】　
岐阜県出身者で、当学寮から通学可能な4年制ま
たは6年制の大学昼間部に入学決定の男子（合格
決定前の応募可）、および現在大学在学生の男子。
【募集人員】　約20名程度
【面接】
① 時□　1月31日（土）　場□　同学寮またはオンライン
② 時□　2月21日（土）　場□　岐阜長良河畔ホテル「石金」
③ 時□　3月  7日（土）　場□　岐阜長良河畔ホテル「石金」
※�それぞれ出願期間あり、詳細はホームページを
ご確認ください

￥　□□ 入寮費200,000円、寮費46,000円/月
　　□□ 管理費・光熱費含む、食費などは実費
他　□□ 応募申し込みはホームページからお願いします。
　　□□ ホームページ　https ://gifukengakuryo.com/
問　□□（公財）岐阜県学寮　入寮生募集受付係
　　□□ ☎03-3947-1958　メール info@gigaku.jp

（公財）国際青少年研修協会では、3月・4月の海外
研修の参加者を募集しています。現地での生活を
通して国際感覚を養うことを目的としています。
初めて海外へ行かれる方も安心して参加できるよ
う、オンライン説明会や事前オリエンテーション、
事前研修を行い、しっかりと準備してから出発し
ます。詳しくは下記の連絡先までお問い合わせく
ださい。
時　□□ 3月21日から4月4日の8~14日間
　　□□ ※研修国（コース）により日程は異なります
内　□□ �ホームステイ、英語研修、学校体験、文化交

流など
　　□□ ※研修国（コース）により体験内容は異なります
　　□□ 【研修国】�イギリス・オーストラリア・カナダ・サイパン・

カンボジア・ネパール・フィリピン
対　□□ 小学校3年生から高校3年生
　　□□ ※研修国（コース）により対象学年は異なります
定　□□ 各15名
￥　□□ 29~70万円（航空券、宿泊費、食費、保険など）
申　□□ 1月16日（金）

問　□□（公財）国際青少年研修協会（KSKK）
　☎　　03-6825-3130
FAX　03-6369-3696

メール　info@kskk.or.jp
ホームページ

　 http ://www.kskk.or.jp

「お金がない」「借金で苦しんでいる」「失業して
先行きが見えない」など、経済的に困窮している
方を対象に、司法書士による特別相談会（電話）を
開催します。相談は無料です。いっしょに問題解
決の糸口を見つけましょう。

時　□□ 12月19日（金）　午後5時から8時
￥　□□ 無料
問　□□ 岐阜県司法書士会
　　□□ ☎058-201-2517 もしくは 058-201-2518
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12・1月のごみ収集日
■お問い合わせ 役場１階  水道環境課  環境衛生係
 ☎43‒2111（内線2126）

※令和8年1月2日（金）の可燃ごみの収集はありません。

八百津町ごみ処理容器等

購入補助金

交付申請委任状

八百津町長　様

私は、裏面の者を代理人と定め、見出しの補助金の 

交付申請、請求および受領に関する一切の権限を委任します。

※購入（委任）年月日

※住所（自治会）

※購入（委任）者名

※は購入（委任）者が記記入・押印し町内登録販売店へ提出ください。
印

不燃金物類 
資源カン類 
粗大ごみ

A地区 
（不燃ごみ集積所）12月25日（木）

B地区 
（不燃ごみ集積所）12月26日（金）

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

A地区 
（不燃ごみ集積所） 1月29日（木）

B地区 
（不燃ごみ集積所） 1月30日（金）

可燃ごみ 全地区（�当日午前5時から8時までに�
可燃ごみ集積所へ出してください） 毎週　火曜日・金曜日

※収集日の午前8時までに不燃ごみ集積所へ出してください。
※�蛍光管 （LED含む）・水銀式体温計・乾電池・ボタン電池・小型充電式電池、小型家電（15cm×31cmまで）
は、役場本庁・役場各出張所の回収ボックスへ出してください。
※持ち込んだ袋は必ず持ち帰ってください。
※電球は不燃ガラス類、蛍光管のグローランプは不燃金物類として出してください。 蛍光灯回収ボックスでは回収できません。

A地区=八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
B地区=杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

ペットボトル
食品トレイ

発泡スチロール B&G体育館北側
各出張所

12月7日（日）�
午前8時から10時

古着回収

※�ペットボトルは洗浄して、ラベルとキャップを取って出してくださ
い。（ラベルとキャップは可燃ごみまたはその他プラです。）

※�発泡スチロール製の箱は宛名ラベルなどシールをはがしてくだ
さい。

※�古着類は、濡れたもの、油などが付着して汚れたもの、布団、
電気毛布、じゅうたん、履き物、ぬいぐるみなど衣類以外の
ものは収集しません。

がれき類
久田見処分場 毎月第1・第3日曜日

午後1時から4時

錦織処分場 毎月第2・第4日曜日
午前9時から正午

※�土砂や岩石、また業者が行った工事で発生したがれき類は
処分できません。

※�300㎏以上のがれき類を処分しようとするときは事前に申
請してください。（有料）

その他プラ 各自治会の�
不燃ごみ集積所

12月14日（日）
12月28日（日）
  1月11日（日）
  1月25日（日）

※�プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表示された容器包
装プラスチックが収集の対象です。

※�汚れがひどいものは可燃ごみへ出してください。
※�ペットボトルおよび食品トレイ・発泡スチロールは別に分別
収集を行っていますので、その他プラでは回収しません。

ルールを守ってゴミ出しを！
1.分別ルールを守りましょう。
○ごみは正しく分別し、指定ごみ袋に入れて

集積所に出してください。
○ごみ袋には、自治会名・氏名を書いてください。
○資源ごみを出すときは、きれいに洗って出してください。
2 .違法な不用品回収業者にご注意を!
○廃棄物の収集・運搬には許可が必要です。
　無許可業者の不適切な処理や不法投棄が問題になっ
ています。安易に回収依頼を
　しないでください。

●年末年始のごみ収集
年末 年始

家庭可燃ごみ 12月30日(火) 1月6日(火)
事業系可燃ごみ
（直接搬入）

12月26日(金)�
午後4時まで

1月5日(月)�
午前8時45分~午後4時

事業系不燃ごみ
（直接搬入）

12月24日（水）�
午後4時まで

1月5日(月)�
午前8時45分~午後4時

●年末年始の可茂聖苑（火葬場）
年末 年始

火葬場の運営 12月31日(水)
午後5時15分まで

1月2日(金)�
午前8時30分～午後5時15分

火葬申込の受付 継続して実施�
電話での申込は午前8時30分～午後5時15分

ペット火葬の受付 継続して実施�
午前8時30分～午後4時

●年末年始のし尿くみ取り
「八百津衛生」し尿汲み取り
□12月  5日（金）までに申込み
□12月26日（金）まで汲み取り
□  1月  5日（月）から汲み取り

汲み取りの申込みは直接
八百津衛生（美濃加茂市牧野2502-2）
☎0574-26-1027まで
お申し込みください。

※�令和8年１月2日（金）の
　可燃ごみの収集はありません。
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保健センターだより
12月のお知らせ
保健センター保健センター
☎43-2111☎43-2111（内線2561・2562）（内線2561・2562）

パパママ教室
○と　き　12月13日（土） 
　　　　　午前9時30分から11時30分
○ところ　保健センター
○対　象　R8年1月～3月出産予定の方
☆�助産師が妊娠・出産について
お話します。� �
パパもいっしょに妊娠、出産
や産後のこと、赤ちゃんのお
世話について学びましょう。

※�12月5日（金）までにご予約く
ださい

子育て相談会
○と　き　12月19日（金）� �
　　　　　午前10時から午後0時30分� �
○ところ　保健センター� �
○対　象　0~18歳までの方やその家族
☆�臨床心理士と個別でゆっくりお話しできます。��
相談は、おひとり30分程度です。

�
※�12月11日（木）までにご予約く
ださい

母子健康手帳交付  ※要予約

○ところ　保健センター� �
○持ち物　妊娠届出書、印鑑、� 　�
　　　　　通帳、マイナンバーカード

乳幼児相談
○と　き　12月15日（月） 午前10時から� �
○ところ　福祉センター2階� �
○対　象　八百津町にお住まいの乳幼児
☆�お子さまに関するご相談に、保健師・管理栄
養士がお答えします。

12月6日（土）、12月7日（日）をもちまして
今年度の八百津町がん検診・特定健診の集団検（健）診は終了します。
未受診の方はこれを機に、自分の健康状態を調べてみましょう！
〇と　き　12月6日（土）、12月7日（日）
　　　　　受付：午前8時から11時
〇ところ　ファミリーセンター
〇受診方法　直接会場へお越しください。　※整理券を配布します

令和7年度がん検診・特定健診が12月で最後です!

気温が低く乾燥した冬がやってきました。
感染症が流行する時期でもあるので、
手洗いうがいを徹底して、暖かくしてお過ごしください！

町ホームページ
各種検診・検査▽

△パパママ教室
　予約フォーム△子育て相談会

　予約フォーム

健康相談　※要予約

○ところ　保健センター� �
○対　象　八百津町にお住まいの方
☆�健康や食事、生活習慣病予防などについて
保健師や栄養士が相談に応じます。� �
お気軽にご相談ください。

乳幼児健診 と　き 対　象

4ヶ月児健診 12月2日(火) R7年  7月・  8月生
10ヶ月児健診 12月2日（火） R7年  1月・  2月生
1歳6ヶ月児健診 問診　12月19日(金） R6年  5月・  6月生
3歳児健診 問診　12月19日（金）R4年11月・12月生

☆対象の方には、個別にお知らせします。ご確認ください。
☆R…令和

お子さまの健診のご案内

△母子健康手帳交付
　予約フォーム
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棚田オーナー� 9月6日 �
稲刈りやはざかけを体験
5月に植えた稲の収穫を目的に、11組約70名の棚田オーナー
のみなさまが県内外から北山・赤薙の地を訪れ、八百津町の
自然を満喫しました。今年は直前の台風もあり稲への被害が
心配でしたが、例年並みの実りとなり、無事に収穫が行われ
ました。
一株一株心を込めて刈り取られた稲は、乾燥させるために
「はざかけ」をします。オーナー同士で助け合ったり、休憩
時間を利用して交流を図りながら、はざかけまでの工程を
楽しみました。
参加されたお子さまにとっては、昆虫やカエルなどのたく
さんの生き物に触れ合う場となり、終始笑い声が絶えない
すばらしい時間となりました。

八百津小学校3年生� 10月2日 �
八百津まつりのだんじりを見学
八百津小学校3年生の子どもたちが、「自分たちの住んでいる
町を知ろう」と街中探検に出掛けました。今回は、町の代表
的な祭りの一つである八百津まつりで使用される、三輌の
だんじりをそれぞれ見学。普段は見ることのできない、小
屋の中のだんじりの姿を見ました。� �
子どもたちは車輪の大きさを図ったり、押木（だんじりの進
路の舵取りのための棒）に手を回してその太さや感触を楽し
んだりしました。

久田見小学校� 10月9日 �
秋田選手と車椅子バスケットボール
東京パラリンピック、バスケットボールメダリストの秋

あき
田
た
啓
けい
選手

が久田見小学校を訪れ、子どもたちに車椅子バスケットボー
ルの特別授業を行いました。まず、スポーツ用の車椅子の
扱い方を学びました。最初は動かし方に戸惑っていた子も、
秋田選手や仲間たちに励まされて、前進・後退を習得。座
った姿勢からのシュートの練習を経て、最後は子どもたち
VS秋田選手で試合を楽しみました。秋田選手がシュートを
決めると歓声があがり、それに負けじと子どもチームも見
事なシュートを決め、笑顔あふれる経験となりました。�
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遊ぶ、食べる、楽しめる� 10月11日 �
「ハヤブサマルシェ」が初開催！
今年度が初となるイベント、「ハヤブサマルシェ」が開催さ
れました。このマルシェは、町の中心に位置する人道の丘
公園、そして園内にある「八百津町情報発信施設ハヤブサ・
ミュージアム」を核としたにぎわい創出を目的としており、
町おこし事業「ハヤブサプロジェクト」の一環として開催さ
れました。� �
当日は、多くの家族連れでにぎわいました。キッチンカー
やワークショップ、大道芸人のパフォーマンス、スタンプ
ラリーなど、思い出に残る催しや出店が盛りだくさんで、訪
れていた子どもたちからは楽しげな声が上がりました。

筑前琵琶演奏会� 10月11日 �
びわがたりに聴き入る
今回で17回目を迎える筑前琵琶演奏会。筑前琵琶奏者であ
り、八百津町合併70周年記念式典では、学術文化功労表彰
を受けられた田

た
中
なか
旭
きょく
泉
せん
さんをお招きし、琵琶の音色を披露

いただきました。『びわがたり 戦国絵巻 第一幕 豊家に捧げ
し誠忠』と題し、関ヶ原の戦い、そして石田三成の生き様を
力強く、時に儚く声にのせられました。解説は関ケ原町歴史
民俗学習館館長の飯

いい
沼
ぬま
暢
のぶ
康
やす
さん。熱のある丁寧な解説で、観

客は筑前琵琶で語られる戦国の世界に一層没入しました。

ほいけんた＆Ｍｒ．シャチホコ� 10月18日 �
爆笑！モノマネステージが開演！
八百津町合併70周年記念事業として、ものまねタレントの
ほいけんたさん（写真上段右）、Mr.シャチホコさん（左）を
お招きし、「爆笑！ものまねステージ」を開催しました。は
じめに登場したのはMr.シャチホコさん。巧みな話術で、開
始直後から会場が笑いに包まれます。披露されるものまね
も、目を閉じたら本物と聞き分けられないほど。途中、中
島みゆきさんのモノマネで登場したのは、同じくものまね
タレントの中垣みなさん（写真下段左）。こちらも本物と遜
色のない力強い歌声を披露されました。� �
ステージ後半は、明石家さんまさんのものまねでも有名な
ほいけんたさん。ハイレベルなものまねだけではない数々
の一芸で、会場を沸かせました。客席にも足を向け、子ど
もたちとハイタッチする姿が印象的でした。� �
閉幕後の出口インタビューでは、「とにかくずっと笑ってい
て、楽しい時間だった」という観客の方のお声も聞こえ、合
併70周年を華々しく彩っていただけるすばらしい時間とな
りました。

国際大会出場おめでとうございます！
8月に中国で開催された「U19アジアローイングジュ ニ ア
選手権大会」に出場の林

はやし
直
なお
美
み
さん（町出身・高校3年生）が、

シングルスカルの種目で4位の結果を収められました。
国際大会への出場、誠におめでとうございます！
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環境に優しい植物インキと
再生紙を使用しています

iOS（iPhone）の場合 Androidの場合

で手に入れよう

防災行政情報をお知らせする「やおつーしん」は、
お持ちのスマートフォンにアプリをインストール
することで、いつでもどこでも情報が確認できます。
※アプリの利用は無料ですが、利用時の通信料などは利用者の負担となります。
※詳しい手順は八百津町ホームページをご確認ください。

ライフビジョン

　栄養量（1人分）　　栄養量（1人分）　
エネルギー� 273kcalエネルギー� 273kcal
たんぱく質� 24.0ｇたんぱく質� 24.0ｇ
脂質� 13.0ｇ脂質� 13.0ｇ
食塩相当量� 1.4ｇ食塩相当量� 1.4ｇ

【材料】（4人分）

だし用昆布�������� 1枚
鮭（無塩）� ������� 4切れ
酒（下処理用）� ���� 大さじ2
木綿豆腐��������� 1丁
えのき����������1/2袋
大葉����������� 8枚
塩・こしょう��������少々
片栗粉（まぶす用）� 大さじ3～4
<A>醤油� ������ 大さじ1
<A>みりん� ����� 大さじ1
<A>塩� ������ふたつまみ
片栗粉（水溶き片栗粉）� 大さじ2
水（水溶き片栗粉）� �� 大さじ2
油���������� 大さじ2

【作り方】【作り方】

①昆布1枚を水500ccに入れ、1時間以上浸し①昆布1枚を水500ccに入れ、1時間以上浸し
ておく（もしくは、顆粒だし小さじ1を水400ccておく（もしくは、顆粒だし小さじ1を水400cc
に溶かす）。木綿豆腐は食べやすい大きさに切に溶かす）。木綿豆腐は食べやすい大きさに切
り、えのきは半分に切る。大葉は細切りにする。り、えのきは半分に切る。大葉は細切りにする。
鮭は骨を除いて3等分し、酒大さじ2をなじませ鮭は骨を除いて3等分し、酒大さじ2をなじませ
て10分おく。キッチンペーパーで水分をふき取て10分おく。キッチンペーパーで水分をふき取
る。る。

②鮭に両面塩こしょうをし、片栗粉をまぶして②鮭に両面塩こしょうをし、片栗粉をまぶして
油大さじ2を熱したフライパンで焼き色がつく油大さじ2を熱したフライパンで焼き色がつく
まで焼き、取り出す。まで焼き、取り出す。

③同じフライパンにだし汁とAの調味料を煮立③同じフライパンにだし汁とAの調味料を煮立
て、沸いたら豆腐とえのきを入れて煮る。片栗て、沸いたら豆腐とえのきを入れて煮る。片栗
粉と水で水溶き片栗粉を作り、とろみをつける。粉と水で水溶き片栗粉を作り、とろみをつける。

④そこへ②の鮭をいれて30秒程度煮る。器に盛④そこへ②の鮭をいれて30秒程度煮る。器に盛
り付け、仕上げに大葉をかける。り付け、仕上げに大葉をかける。

11月8日、9日に開催された産業文化祭。町内外から多くの方にお越しいた11月8日、9日に開催された産業文化祭。町内外から多くの方にお越しいた
だきました！町内保育園の子どもたちの元気なダンスや、中学生による吹奏だきました！町内保育園の子どもたちの元気なダンスや、中学生による吹奏
楽のステージなど、イベントもグルメも盛りだくさんの2日間となりました。楽のステージなど、イベントもグルメも盛りだくさんの2日間となりました。
中学生・高校生ボランティアのみなさまにも会場運営に携わっていただきま中学生・高校生ボランティアのみなさまにも会場運営に携わっていただきま
した。あわせて、出店などで盛り上げてくださった事業者・各種団体のみなした。あわせて、出店などで盛り上げてくださった事業者・各種団体のみな
さま、南知多町、穴水町、敦賀市から駆けつけてくださったみなさま、そしてさま、南知多町、穴水町、敦賀市から駆けつけてくださったみなさま、そして
ご来場のみなさまに、この場をおかりしお礼申し上げます。ご来場のみなさまに、この場をおかりしお礼申し上げます。

豆腐と鮭を使った、たんぱく
質がたくさん摂れるメニュー
です。これからの寒い季節に
おすすめのメニューです。

食改さん一言メモ

～～鮭鮭とと豆腐豆腐ののあんかけ煮～あんかけ煮～

第44回八百津町産業文化祭第44回八百津町産業文化祭
ご来場ありがとうございました！ご来場ありがとうございました！


